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研究成果の概要：平成 16 年秋に日本海側の特定地域で急性脳症が多発し、その原因物質とし

てスギヒラタケが疑われた。しかし、スギヒラタケは食用きのことして一般に食されていたも

ので、毒きのことしての原因物質、その作用メカニズムは不明であった。本研究ではスギヒラ

タケが青酸産生きのこであることを明らかにし、腎疾患患者では微量の青酸であっても代謝に

より毒性物質を産生し、急性脳症を発症する可能性があることを示唆した。 
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１．研究開始当初の背景 

平成16年秋、新潟、山形、秋田を中心とした

日本海側の地方で、原因不明の急性脳症患者

が多発した。新潟、山形、秋田３県の患者数

は55名となり、そのうち死亡者は19名と非常

に高い致死率(34.5％)であった。新潟県で最

初に症例が報告され、初期には感染症として

調査が行われたが、それは否定されることに

なり、患者の共通点などから急性脳症の原因

物質としてスギヒラタケが疑われることにな

った。しかし、スギヒラタケは東北地方では

もっとも一般的な食用きのこの一種で、採取
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シーズンには多くの人々が毎日のように食べ

ているきのこである。そのため、一般の人々

に大きな不安を与えることになった。 

 食用のスギヒラタケが突然毒きのこに変わ

った理由の一つとして、平成16年の秋に例年

あまり見られない台風が3個も日本海側を通

過したことがあり、多くの地点で塩害による

被害が発生したことで、海水がスギヒラタケ

にかかって毒性を示すようになったのではな

いかとも言われた。 

 
２．研究の目的 

きのこの中には青酸を産生するきのこがあ

ることが知られている。日本でもニオウシメ

ジ、コガネタケ、ホテイシメジ、マイタケ、

エリンギなど10種以上が青酸産生きのことさ

れているが、すべて分析は分光光学的に行わ

れたもので、他の妨害物質の影響を避けるこ

とは出来ず、真の証明をした報告ではなかっ

た。スギヒラタケ（図1）も青酸産生きのこら

しいという指摘（滋賀大学 横山和正）があ 

図１．スギヒラタケ 

 

り、本研究代表者らはスギヒラタケについて

低温オーブントラッピング―質量分析法によ

り分析を行い、スギヒラタケより青酸が産生

していることを確認した（図2）。しかし、青

酸がスギヒラタケ中の何から産生されるのか、

なぜ、平成16年の秋に急性脳症が発生するこ 

図２．スギヒラタケの質量分析 

 

とになったのか、発症のメカニズムなどを明

らかにする必要があり、本研究で究明にあた

った。 

 
３．研究の方法 

(1) きのこの採取 

秋田県内の急性脳症発生患者が摂取した

スギヒラタケを採取したと考えられる地域 

を中心とした４ヵ所でスギヒラタケを平成

17 年、平成 18 年、平成 20 年に採取すると

ともに、新潟森林研究所周囲の林に発生した

スギヒラタケを採取し、研究に使用するまで

-30℃で冷凍保存した。 

並行して台風の塩害による影響を確認す

るために新潟森林研究所周囲に発生したス

ギヒラタケの成長段階の途中で、海水を１回

から２回かけ、きのこの成長後採取し、同様

に青酸含有量の変化を調べた。 

 
(2) 青酸の測定方法 

 ガスクロマトグラフ：HP-6890 

 カラム：Supel-Q PLOT (30 m x 0.53 mmφ、

SUPELCO)、温度：カラム 50℃（1 分）- （10℃

/分）- 120℃（6 分）、注入口：200℃、検出

器：250℃、キャリヤーガス：He 3.6ml/min、

検出器：NPD。 

 

(3) 測定法 

半凍結状態のきのこを細切し、１ｇを 10 ml

青酸



 

 

バイアルにとる。1.0 ml 精製水、0.1 ml プ

ロピオニトリル（0.08 μg/ml、内部標準）、

0.1 g アスコルビン酸、0.3 g 無水硫酸ナト

リウムを加え、シリコン栓、アルミキャップ

で密栓する。シリンジで 50 %リン酸 0.5 ml

を加え、55℃アルミブロック上で 20 分間加

熱。あらかじめヒートブロック上で加温した

ガスタイトシリンジでバイアル中気相 2.3 

ml をガスクロマトグラフへ注入した（本研究

費で購入したヘッドスペースオートインジ

ェクターを使用）。 

 

４．研究成果 

(1) 平成 17 年に採取したきのこに含有され

る青酸濃度は秋田県産ではスギヒラタケ１g

中に平均 5.7μg (1.7 ～ 10.6μg)、新潟県

産ではスギヒラタケ１g中に平均 0.7μg 

(0.3 ～ 2.1μg)であった。秋田県で平成 18

年に採取したスギヒラタケでは 1g 中に 2.7

μg(2.0～2.9μg）、平成 20 年に採取したス

ギヒラタケでは 1.9μg（0.8～4.6μg）であ

った（図 3、図 4）。急性中毒を発症するよう

な青酸含有量が高濃度のものは観察されな 

平成 17 年  平成 18 年   平成 20 年 

図３．スギヒラタケ中青酸濃度 

 

かったが、秋田県産で平成 17 年に採取した

スギヒラタケと平成 18 年、平成 20 年に採取

したきのこの青酸濃度を比較すると、平成 17

年と平成 18 年のきのこは採取地により青酸

含有量のバラツキが観察された（図 3）。この

含有量の差はたまたま採取したきのこの青

酸含量が異なっていただけという可能性も

否定はできないが、平成 17 年と平成 20 年に

他よりも高濃度のスギヒラタケが採取され

た地点が同じ地点であることは、採取地によ

りスギヒラタケの濃度が異なることを示し

ている。 

平成 17 年から平成 20 年まで、年々青酸濃

度が減少していることより（図４）、急性脳

症が多発した平成 16年には平成 17年よりも

さらに高濃度のきのこがあったことが推定

できる。 

     16 年  17 年  18 年  20 年 

図 4．スギヒラタケ中青酸の年変化 

 

(2) 中毒発生のメカニズム 

 体内に摂取された微量の青酸は、生理的な

状態ではチオ硫酸塩を基質として rhodanese

（または rhodanase）により亜硫酸塩と低毒

性のチオシアネートへと代謝される。 

 

 

チオ硫酸塩＋青酸→亜硫酸塩＋チオシアネ

ート（低毒性） 
 

しかし、基質となるチオ硫酸は生体内で硫黄

を含むアミノ酸から合成されるため、動物性

タンパク質の摂取が少ない場合などはチオ

硫酸塩が不足し、青酸の低毒性化が進まない

ことが考えられる。そして、チオシアネート

rhodanase 



 

 

（低毒性）ではなくシアネート（-OCN）（強

毒性）を産生してしまうことが推定できる。

産生されたシアネートは神経毒であり、この

シアネートが急性脳症の原因となった可能

性がある。 

 

 

不足したチオ硫酸塩＋青酸→亜硫酸塩＋  

シアネート（強毒性） 

 
アフリカやインドの貧困地域では、主食とす

るキャッサバの根に青酸が含まれているこ

とが知られており、この地域では神経障害が

多発しているとの報告もある。これは貧困に

より動物性タンパク質の摂取量が少なく、キ

ャッサバに含有される青酸から生体内でシ

アネートを産生したために発症したと考え

られる。 

平成 16 年に発症した急性脳症の患者のう

ち 85％は腎臓に疾患をもつ患者であった。多

くの腎臓疾患の治療では、タンパク質の摂取

量を抑えるようにするため、チオ硫酸塩の産

生が少ないことが考えられ、スギヒラタケ中

の青酸が生体内で代謝を受けシアネートを

産生した結果、急性脳症の発症に至ったもの

と考えられる。 

幸いにも原因不明急性脳症の大量発生は

平成 16 年秋に発生した以降はまったく報告

がなく、発症原因を実際に証明することは不

可能であるが、本研究の結果、スギヒラタケ

中の青酸が急性脳症の発症に強く関与して

いると考えられる。 
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